









野，***Division of Developmental Biology, Children's Hos-
























いて検討した。１２週齢の２型糖尿病モデルであるWistar Fatty rat 







































にて検討した。【結果】sham 群では活性型 Akt は糸球体内細胞や
遠位尿細管～集合管に発現し、Nx群ではこれらの発現は経時的に

























ルと比較すると 4 w、6 w において有意に増加の傾向を示し、NG2 



















antagonist の存在には影響を受けず、Na+/ Ca2+ exchangerの選択
的阻害薬の存在によって大きく抑制された。また、protein kinase 
C （PKC）阻害薬もET-1の作用に対し、Na+/ Ca2+ exchanger 阻害と
同様の抑制効果を示した。以上の結果より、マウス心室筋で観察さ
れるET-1の陰性変力作用は、
 i） Na+/ Ca2+ exchanger を介したCa2+排泄の増強によるCaT の減少
 ii）収縮タンパクCa2+感受性の低下
という二つの機序によって起こる事が示唆された。また、上記の機













は、L-NNA、diclofenac および  ３０   mM KCl で有意に抑制された。

















triglyceride group; TGH）と 低 値 の 群（low-triglyceride group; 
TGL）の２系統の遺伝疾患モデルを樹立した。今回、TGHの動脈硬
化病変の分布とそれに伴う循環動態の加齢変化について健常ウサギ
（JW）と比較検討した。
　動脈硬化病変の分布：JWでは，動脈硬化病変を認めなかった。
一方、TGHでは、大動脈弓部に著明な動脈硬化病変を認め、加齢と
ともに胸部大動脈まで進展した。循環動態：麻酔下での大腿動脈圧
は、JWとTGHに有意差はなかったが、脈圧はTGHの方が有意に増
大した。TGHの脈圧は、加齢とともに減少した。TGHでは、動脈
硬化病変の進行に伴い脈圧が増大すること、加齢による動脈硬化病
変進展とともに、脈圧は低下することが明らかになった。今後、心
機能やTGLとの比較検討をする予定である。
